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株主との対話の推進と開示について

開催時期 説明会名称 内容 主な登壇（説明者）

決算関連

5月、11月 決算説明会（第２四半期、本決算） 通期業績予想および企業価値向上に向けた取り組み 代表取締役社長

8月、2月 決算説明会（第１、第３四半期） 第１、第３四半期実績 理事 IR室長

その他トピックス・イベント

2024年5月 タイ味の素社 見学会 事業説明、工場・市場見学 現地法人長

2024年7月 事業説明会 マーケティングおよびDXの進化、取り組み 代表取締役社長、代表取締役副社長、部門長

2024年10月 事業説明会
米国遺伝子治療薬CDMO・Forge Biologics社の事業
説明およびオンラインサイト見学

代表取締役社長、代表取締役副社長、部門長、
現地法人CEO, CTO

2024年11月 川崎事業所 見学会 事業説明、工場見学 研究開発員、事業担当者、工場担当者

2025年2月 社長交代説明会 社長交代に関する説明
代表執行役社長（新任と前任）、指名委員会委
員長
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＜2024年10月事業説明会（オンライン）の様子＞

https://www.ajinomoto.co.jp/company/jp/ir/event/presentation.html
https://www.ajinomoto.co.jp/company/jp/ir/event/business_briefing.html
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対話テーマ事例 当社の取り組み

財務戦略、キャッシュ・アロケーションの方針と
具体的施策

事業成長および財務戦略に沿った各種取り組みによってキャッシュ・フロー創出力が着実に向上。成長
する営業キャッシュ・フローは戦略的に活用し、財務基盤の強化と資本効率の向上を図っている。
2025年度より財務規律指標を従来のネットD/Eレシオ（40%～60%）から、ネット有利子負債/EBITDA倍率
（＜2.0倍）へ変更。レバレッジの適切な活用により財務健全性の維持と資本効率の最大化を図る。
ロードマップ2030に沿って、キャッシュ・アロケーションはWACCを超えるリターンを目指し、
①オーガニック成長投資、②M&A等、③自己株式取得や配当等の株主還元を基本方針とする。引き続き
長期視点での株式価値の最大化、EPS3倍達成を目指す。

事業ポートフォリオの進化と具体的施策

アミノサイエンス🄬の強みを活かし、市場の成長性が高く社会価値の高い4つの重点成長領域での飛躍
的成長を目指している。そのうちの一つであるヘルスケア領域では独自技術を活用した高付加価値サー
ビスへの注力を進めており、2025年度に入り医薬品の無菌充填製剤化サービス事業を行う米国味の素ア
ルテア社の売却を意思決定も含めスピーディーに実行。今後はさらにグローバルの各拠点、技術領域間
のシナジーを創出しながら顧客ニーズに応え、成長加速を目指す。
引き続き、2030年のありたい姿とその先も見据えた持続的な成長の実現に向け、中長期の成長性と競争
優位性を軸に事業ポートフォリオを常に進化させていく。

社長交代

前社長の体調不良に伴い、非常時のCEOサクセッションプランに沿った指名委員会の協議を経て2025年2
月3日付で中村新社長が就任。取締役会での決定後即日就任というスピーディーな交代を行い、当日の
説明会では社長と指名委員会委員長が登壇して直接説明した。新体制ではASV経営と志を受け継ぎなが
ら、新たに「高速」with「ちゃんと」の概念を取り込み、事業を成長させて「2030ロードマップ」の前
倒し達成に挑戦していく。
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■直近の株主・投資家との対話テーマ事例

＜2025年2月 社長交代説明会＞
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取締役会および経営会議メンバー、主要関係会社社長、各部門長等へタイムリーに情報を共有し、経営戦略に反映。

■経営へのフィードバック体制

株式市場との対話、社内フィードバック、経営戦略への反映のサイクルを回すことで、
ASV経営を一層進化させ、さらなる企業価値向上を実現していく

内容 頻度 共有方法
投資家・アナリストからのご意見（即時に共有すべき内容） 都度 直接またはメール等

投資家・アナリストからのご意見（決算時反響） 発表即日 メール

投資家・アナリストからのご意見（対話時） 月1回 メール

IR戦略および年間計画と進捗報告 年2回 取締役会、経営会議にて直接

■個別対話概要（2024年度）

対話の目的を最大化すべく、社内連携を強化し、投資家属性や対話のテーマに応じてスピーカーを都度選定。

延べ対話社数 投資家概要 対応者（案件により異なる）

約900社
・幅広い投資スタイルの国内外機関投資家
・多様な担当分野（アナリスト、ファンド
マネージャー、ESG担当、議決権行使担当等）

代表取締役社長、代表取締役副社長、執行役（財務・IR担当、事業本部長等）、
IR室、サステナビリティ推進部、法務・コンプライアンス部、
グローバル・コミュニケーション部、人事部等
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